実習の振りかえり（H24年 8月  6日～ 8月  8日）

滋賀医科大学医学部医学科1年　O.M.
■　8月　　6日 (　月曜日)　　1日目
	午前
	午後
	夕方～夜

	オリエンテーション（デイケア利用者の迎え、施設案内、DVD鑑賞…etc）
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	畑野先生と往診
①パーキンソン病の女性患者。疼痛が激しい。
②パーキンソン病で寝たきりの女性患者。胃瘻栄養。
③太平洋戦争でマラリア感染し四肢麻痺の男性患者。尿管カテーテルを交換。

	④糖尿病の男性患者。便秘のため、下剤を処方。

⑤熱中症の男性患者。点滴をした。
特別養護老人ホーム

⑥60代の女性患者。左大腿部を骨折したが、リハビリにより歩行できるように。

⑦90代の女性患者。廃用症候群


	①今日できたこと、うまくいったこと
	②今日うまくいかなかったこと、失敗したこと

	・午後の往診時に、脈拍と心拍を測らせて貰えた。経験によりうまく測定できた。
・午後の往診時は、畑野先生のリードのお蔭で、患者さんと話すことができた。
	・午前中のデイケア利用者の迎えの際に、ほとんど喋れなかった。
・午後の往診の際に、血圧を測らせて貰ったが、上手く測れないことがあった。

	③今の気持ち、感情、気づき
	④今後学びたい内容・課題

	・今日一日を通して、患者さんとのコミュニケーション能力の足りなさを痛感した。
・往診で、患者さんは皆、医学生の私が見学し、測定するのを快諾してくれた。これは、やはり畑野先生の信頼の証だと思う。
・地域包括ケアセンターいぶきの、ゆったりした空間や、清潔・明るさ、リハビリ施設の充実、在宅医療への熱意を感じることができた。
	・患者さんの話を上手に聞く方法。
・患者さんの不安を和らげられるような、治療法の説明の仕方。

・患者さんにわかりやすいような説明の仕方。

・喋りながら、診察や測定などをする方法。

・全ての診療科の知識を持って、診察する能力。


· 8月   7日 (　火曜日)　　2日目
	午前
	午後
	夕方～夜

	・上部消化管内視鏡の見学（中年の男性患者で、定期健診）

・外来患者さんへのインタビュー

・リハビリ見学
	臼井先生の往診
①前立腺癌の80代男性患者。麻痺があり、尿道カテーテルを挿入した。
②グループホーム居住の80代女性患者。人工心臓弁を付けている。
	③83歳の男性患者。両足に浮腫が見られる（押してもへこまない）。自力歩行は難しいが、ベッド上で身体を自力で起こすことは可能。
④70代の女性患者。数年前にご主人を亡くし、鬱に。食欲不振で体重減。
⑤80代の女性患者。独居。経済状況もあり、往診や介護サービスを受けづらい
⑥80代の女性患者。人工肛門、排便は良好。独居。体重減。


	①今日できたこと、うまくいったこと
	②今日うまくいかなかったこと、失敗したこと

	・初めて、上部消化管内視鏡をしている場面を経験し、胃の中を見た。

・経口・経鼻・大腸内視鏡の違いが分かった。

経鼻内視鏡は
長所：細いので、おえっと感が少ない。

短所：細過ぎて、操作が難しい。

・患者さんインタビューの後半では、一人当たり30分以上話せるようになった。
・尿道カテーテルの挿入作業のほんの一部だが、手伝わせて貰った。

・人工心臓弁を付けていると心音が大きくなることがわかった。
・患者さんの足の洗浄と軟膏の塗布をした。
	・午前の患者さんインタビューの前半は、少しぎこちなかったと思う。
・患者さんが2人で会話しているのに、無理やり割り込んできまずくなった。

・せっかく臼井先生や看護師さんが患者さんと話をする機会を振ってくれたのに、あまり話せなかった。

・往診先で犬の相手に追われ、往診の見学を十分にできなかった。
・軟膏の塗布量が多すぎたかもしれない。

	③今の気持ち、感情、気づき
	④今後学びたい内容・課題

	・昨日の往診でも聞いたが、やはり患者さんは話を親身に聞いてくれる医師を望んでいる。
・やはり、経験豊富な年配の医師の方が信頼できるそうだ。

・「梅ちゃん先生」が人気だ。
・往診の時は、家の内外にあるもの（写真・置物・車・草花…etc）を会話のきっかけにすればよい。
	・中年以降の年代の男性患者の中には話づらい人もいた。しかし、職員の方々とは気さくに話しているので、信頼関係と会話能力を高めなければならないだろう。
・最高血圧を測ることがうまくできるようになりたい。



■　8月　　8日 (　水曜日)　　３日目

	午前
	午後
	夕方～夜

	中村先生とセンター外来実習
・中村先生の診察を見学
・院内薬局の見学

・医療事務の方々の見学とお手伝い
	中村先生と出張診療所研修

	長浜市の歯科医師会、歯科衛生士との食事会


	①今日できたこと、うまくいったこと
	②今日うまくいかなかったこと、失敗したこと

	・出張診療所を初めて見た。また、そこに来られた患者さんと結構長い間話すことができた。
・米原市の医師不足問題の深刻さとそれへの対応策を聞くことができた。
・往診やケアの面での歯科医師と医師の提携という考えを知ることができた。


	・当日は非常に院内薬局が忙しかったのにも関わらず、薬剤師の方が丁寧に説明してくださったことで、仕事の邪魔をしてしまった。
・中村先生の診察途中に、無遠慮にも診察室に入ってしまった。

・終電の時刻が早かったため、歯科医師の方々と十分に話すことができず残念だった。

	③今の気持ち、感情、気づき
	④今後学びたい内容・課題

	・院内薬局内部を初めてみることができたが、非常忙しいことがわかった。
・医療事務の方々のお手伝いをさせて頂いたが、おそらく非常に簡単な仕事を下さったはずにも関わらず、しんどいと思った。しかし、彼らのおかげで医師は治療に専念できるのだということがわかった。
・中村先生から、地域医療の医師不足問題を聞いて、改めて深刻さを実感した。
	・医療事務の仕事内容をもっと詳しく知りたい。
・患者さんから信頼される医師になりたい。
・歯科医師の往診を阻む壁について、調べたい。
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